
第６学年修学旅行 新型コロナウイルス感染症防止に関する対策 

１ 事前指導につ

いて 

①児童や同居の家族等も含めた健康状態の経過観察を実施前の２週間前はもとよ

り、年間を通じて行う。（健康チェックカード） 

②保護者からの「修学旅行参加同意書」の提出を求める。その後、１０月１３日

の保護者説明会にて、修学旅行実施上の留意事項の説明を行う。 

※同意書の「同意」の数が、８５％未満の場合は、「中止」とする。 

③修学旅行中の感染防止対策（感染予防の行動、手洗いや咳エチケット、原則マ

スク着用、食事中、入浴中は話さないこと）について、事前指導を行う。 

④修学旅行中は、手を拭くタオルやハンカチ等は個人持ちとし、共用は絶対にし

ないよう各自で準備させる。 

⑤児童の食事前後の手洗い（消毒）・うがい（歯磨き）を徹底し、食事中は話さず、

できる限り「密」を避けるよう指導する。（宿泊施設にも求める。） 

⑥通常の持ち物に加え、下記の物を持ち物に加える。 

 ・マスク（予備） ・マスクを置く際の清潔なビニール袋やマスクケース 

 ・利用済みのマスクやティッシュを捨てるためのビニール袋 

２ 当日について ①朝の検温を必ず実施し、発熱等の風邪の症状がある場合には、参加を見合わせ

ていただく。（心配な場合も同様） 

②朝、学校での検温により、３７．５度以上の場合は、リスクを避けるため、保

護者に学校までお迎えに来ていただく。 

③同居の家族も含め出発前に児童及び引率教員の体調確認（体温・健康観察）を

行い、発熱や感染の疑いの症状がある場合には、参加を取り止める。（出発前に

も全児童検温をし、確認する。）※引率教員が減となる可能性もある。 

３ バスの利用に

ついて 

①乗車中はマスク着用の上、私語は原則禁止。 

②バスでのレクレーションは行わない。 

③乗降車時にアルコール消毒を行い、児童に手洗いや咳エチケット等を徹底する。 

④車内の換気をするとともに、多くの利用者が触れるドアノブ等をアルコールで

除菌する。 

４ 宿泊施設の利

用について 

①施設及び本校の感染防止対策に従って行動させる。 

②食事及び入浴（一度の上限は１０名）中は、会話禁止。 

③就寝時は、家庭や児童本人の意向で判断し、マスクを外させる。 

④部屋の出入り口や窓は、換気、生徒指導上の理由から常時開けておく。（更衣の

時だけ、短時間閉めてもよいことを指導する。） 

⑤３０分に一度窓を全開にし、室内の換気をする。 

⑥アレルギーが心配な場合は、事前に担任、養護教諭と相談しておき、宿泊先に

もその旨を伝えるとともに、「いただきます」の前に引率教員が確認し、間違い

が起きないように対応する。 

⑦水筒の代わりにペットボトル（記名）を持参する。（宿泊先でも支給する） 



５ 行程等につい       

  て 

①手洗い、うがい、消毒等のために、ハンドソープを持参する。（学校）などの環

境整備と施設毎での手洗いなど定期的な実施を行う。朝の健康チェックは、家

庭で確認し、出発前に再度確認する。 

②換気や会話の抑制、人と人との距離の確保等、最大限の注意喚起と配慮を行う。 

③可能な限り屋外を確保し、集合の方法、クラスや列の間隔・前後の隊形並びに

移動方法や経路について余裕を持たせた体制・方法を確保する。 

④クラス単位等の点呼、注意指導を５分以内で実施する。 

⑤グループ活動は極力短時間に制限し、可能な限り「密」を避ける行動に留意し、

各所の設備を利用した手洗い・消毒等を定期的に行う。 

⑥団体行動中はマスク着用の上、可能な限り人と人との距離をとり、やむを得な

い場合を除き、マスクを外させない。 

⑦児童の行動経路・範囲を厳密に設定し、当日変更した場合は、その場で記録し

ておく。 

⑧見学施設等の感染症対策に関するガイドラインに従った利用を厳守させる。 

⑨華厳の滝のエレベーターは他校や一般利用者を同乗させない。 

６ 食事について ① 可能な限り広い場所を確保し、密にならないよう配慮する。 

② 児童全員の食事前後の手洗い（消毒）を徹底し、食事中の会話を控える。 

７   体調不良者

（発症者）が出   

た場合の対応 

①児童に体調不良者（発症者）が出た場合における校内の連絡体制を校長（引率）

→教頭（学校）→保護者とする。 

②校外学習中に、体調不良者（発熱等）が出た場合 

 ア １日目・・・宿泊施設指定の場所に隔離し、保護者に連絡しお迎えを待つ。 

        （宿泊施設入館前）      

 イ ２日目・・・可能な限り隔離するとともに、保護者に連絡し迎えに来てい

ただく。 

③安全に帰宅できるまでの間、校外学習先に留まる際には、他の者との接触を可 

能な限り避けられるよう、別の場所で待機させる。 

８ 校外学習事後

の対応 

①児童や同居の家族も含めた健康状態の経過観察を、実施後の２週間はもとより

年間通して実施する。（健康チェックカード） 

②実施後、参加児童及び職員に発熱等の症状が出た場合は、速やかに医療機関を

受診するとともに、「PCR 検査」を受ける場合には、保健所及び学校に連絡し、

その指示に従う。その際、当該児童又は教職員は「出席（出勤）停止」、PCR 検

査で「陽性」判定の児童教職員が出た場合は、保健所や市教委（学校保健課）

の指示により、濃厚接触者を特定し、管理職により関係児童保護者に電話連絡

する。 

※10/13 修学旅行説明会で本資料を使用します。保管をお願いします。 


